
 

ソーシャルビジネスと国際開発 
マラウイを通じた実践的学習のご提案 

1. 学習の流れとプラットフォーム 

オンデマンド形式のビデオ学習 

学生は、オンライン学習プラットフォーム「Moodle」を通じて、オンデマンドのビデオモジュールか
ら学習を開始します。 

●​ アクセス方法: 学生個人のGmailアカウントを使用してプラットフォームに招待されます。 
●​ 学習ペース: 週に約1つのモジュールを完了する設計となっており、他の学業とのバラン
スを取りながら着実なペースで進めることが可能です。 

 

 

 

 

参考資料とクイズ 

各ビデオモジュールには、以下のコンテンツが付随しま

す。 

●​ 補足資料: Moodleにアップロードされた関連文
献や読み物。 

●​ 理解度チェック: 主要概念の定着を確認するた
めの短いクイズ。 

2. メンタリングとサポート 

隔週の個別インタビュー 

2週間ごとに、コースコーディネーター、または海外のイ
ンターンシップ・スタッフとのオンラインセッションを実施

します。 

 



 

●​ 内容: 資料の理解度の確認、フィードバック、最終プロジェクトに向けたアイデア出し。 
●​ プラットフォーム上のサポート: Moodle内の質問・コメント機能を通じて、いつでも質問を
送ることが可能です。 

3. 実践的なオプション機会（任意参加） 

週次マラウイ・アップデート・ミーティング 

●​ 日時: 毎週木曜日 18:00〜18:30（日本時間） 
●​ 内容: マラウイの現地スタッフとのオンライン交流。現地の活動状況の把握や直接の質
疑応答が可能です。 

●​ 参加方法: ミーティング前日までの事前申請制。 

 

 

 

 
 

 (サポートのインターンスタッフと、マラウイとのオンラインミーティングの様子) 

マラウイ現地訪問プログラム 

体験型学習を希望する学生向けに、マラウイへの教育的な現地訪問のコーディネートを支援しま

す。 

詳細情報: 
https://www.seibojapan.or.jp/malawi-visit-by-student-staff/ 

4. 最終アウトプットプロジェクト 

コース開始から約2ヶ月後、学習成果を現実のソーシャルビジ
ネスや非営利活動へのプロジェクトを発表します。 

プロジェクトの例 

1.​ 調査発表: NPO法人せいぼの教育プログラムで活用可能なリサーチ。 
2.​ ファンドレイジング: クラウドファンディングキャンペーンの設計と立ち上げ。 
3.​ チャリティイベント: 大学や地域での寄付型製品（コーヒー等）の販売企画。 
4.​ ピッチ・プレゼン: 寄付者やパートナー向けの提案資料作成。 
5.​ デジタルマーケティング: 活動支援のためのSNS・WEB戦略案。 
6.​ 製品販売戦略: エシカル製品（コーヒー、紅茶、チョコ）の販売戦略立案。 

https://www.seibojapan.or.jp/malawi-visit-by-student-staff/
https://www.seibojapan.or.jp/malawi-visit-by-student-staff/


 

 

5. 柔軟なカスタマイズ 

対面レッスンの対応 

オンデマンド形式の一部を対面授業に振り替えるなど、ニーズに合わせた柔軟なカスタマイズが

可能です。 

【実施事例】 

●​ Lesson 1～3の団体の基礎情報、ソースシャルビジネスの商品については、その都度対
面（もしくはオンライン）で直接質問ができるように実施。 

●​ それ以降のLesson4～9まではオンデマンドで都度質問を受付。 
●​ Lesson 10と最終アサインメントの実施は対面もしくはオンライン授業 

【実施事例】 

・岩倉高等学校（対面授業3回、生徒探究＋オンライン交流） 

・Marist Brothers International School（オンライン＋対面のプロジェクトサポート） 

団体概要：特定非営利活動法人聖母 

設立: 2015年1月 

●​ 2018年：寄付型コーヒー販売ブランド Warm Hearts Coffee 

Clubを開始。 

●​ 2019年：NPO法人せいぼ理事長、英国通信事業社Mobell

営業 

●​ 2021年4月：学校での探究学習、企業でのSDGs対策としての提供開始。 

●​ 2022年12月：日本財団後援、公益財団法人社会貢献推進財団より、社会貢献賞を

受賞。 

●​ 2023年6月：国際開発学会会員、カトリック教育学会会員、探究学習、課外活動に

おける提携先学校80校以上 

●​ 2024年4月：マラウイ産コーヒーで、ソーシャルプロダクツアワードを受賞 

●​ 2025年：大阪万博にて公式通訳としてマラウイ館を担当。 

【お問い合わせ先】 

●​ 担当: 山田 真人（代表理事） 
●​ 所在地: 東京都北区赤羽西6-4-12 
●​ 連絡先: 090-3426-0734 

makoto.yamada@seibojapan.or.jp 
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